





























弘文館 1983 年 2 月）p.5）や、「生涯を自然のしくみの探究に献げた自然哲学者」（小川晴久著『三
































































































































































































































































































































































井上哲次郎・蟹江義丸共編『日本倫理彙編』巻之六（臨川書店 1970 年 1 月） 
小川晴久『三浦梅園の世界 空間論と自然哲学』（花伝社 1989 年 11 月） 
蔵並省自編『海保青陵全集』（八千代出版 1976 年 9 月） 
蔵並省自著『海保青陵経済思想の研究』（雄山閣出版 1990 年 11 月） 
三枝博音『新編・梅園哲学入門』（書肆心水 2014 年 5 月） 
佐藤弘夫編集委員代表『概説日本思想史』（ミネルヴァ書房 第八版 2016 年 3 月） 
関儀一郎編『日本名家四書註釈全書』学庸部 1（東洋図書刊行会 1920 年 2 月） 
高橋正和『三浦梅園』（明徳出版社 1991 年 9 月） 
田口正治『三浦梅園』（吉川弘文館 1967 年 4 月） 
田尻祐一郎『荻生徂徠』（明徳出版社 2008 年 3 月） 
田原嗣郎『徂徠学の世界』（東京大学出版会 1991 年 10 月） 
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橋尾四郎『三浦梅園の教育思想研究』（吉川弘文館 1983 年 2 月） 
日野龍夫「徂徠学における自然と作為」（相良亨・尾藤正英・秋山虔編『講座日本思想』第１巻（東
京大学出版会 1983 年 10 月）p191-232） 
平石直昭『荻生徂徠年譜考』（平凡社 1984 年 5 月） 
前田勉「荻生徂徠－古文辞学の認識論」（源了圓編『江戸の儒学 『大学』受容の歴史』（思文閣出
版 1988 年 9 月）所収「荻生徂徠－古文辞学の認識論」p.135-156） 
丸山真男『日本政治思想研究』（東京大学出版会 1952 年 12 月） 
吉川幸次郎『仁斎・徂徠・宣長』（岩波書店 1975 年 6 月） 
吉川幸次郎・丸山真男・西田太一郎・辻達也校注『日本思想体系』36 荻生徂徠（岩波書店 1973
年 4 月） 
 
雑誌掲載論文 
小島康敬「荻生徂徠の「学」 身体の了解と模倣・習熟・思慮の問題をめぐって」（『理想』619 号 
1984 年 12 月 p.307-320） 
田尻祐一郎「徂徠学の礼楽観」（『日本思想史研究』第十一号 1979 年 3 月 p.16-28） 
平石直昭「戦中・戦後徂徠論批判－初期丸山・吉川両学説の検討を中心に－」（『社会科学研究』第
39 巻 1 号 1987 年 8 月 p.63-136） 
八木清治「海保青陵と徂徠学 －『文法披雲』に着眼して－」（『日本思想史研究』第十一号 1979









1 徂徠の略歴については平石直昭著『荻生徂徠年譜考』（平凡社 1984 年 5 月）及び田尻祐一郎著『荻生
徂徠』（明徳出版社 2008 年 3 月）を中心に参考にしてまとめた。 
2 三浦梅園の略歴については田口正治著『三浦梅園』（吉川弘文館 1967 年 4 月）および高橋正和著『三
浦梅園』（明徳出版社 1991 年 9 月）を中心に参考にしてまとめた。 








自然と作為」（相良亨・尾藤正英・秋山虔編『講座日本思想』第１巻（東京大学出版会 1983 年 10 月）
p191-232）の研究がある。 
5 徂徠の格物論については、すでに先行の研究が多く触れるところである。丸山真男著『日本政治思想研
究』（東京大学出版会 1952 年 12 月）、吉川幸次郎著『仁斎・徂徠・宣長』（岩波書店 1975 年 6 月）、
平石直昭氏「戦中・戦後徂徠論批判－初期丸山・吉川両学説の検討を中心に－」（『社会科学研究』第 39
巻 1 号 1987 年 8 月）など。また特に徂徠の格物論を専門に扱った研究として前田勉氏「荻生徂徠－古
文辞学の認識論」（源了圓編『江戸の儒学 『大学』受容の歴史』（思文閣出版 1988 年 9 月）所収「荻
生徂徠－古文辞学の認識論」）がある。また「物」については田原嗣郎著『徂徠学の世界』（東京大学出
版会 1991 年 10 月）の「補説「物」について」（p.58-63）が詳しい。ここではこれらの先行研究を参考
にしてまとめた。 
6 『日本思想体系』36 荻生徂徠（岩波書店 1973 年 4 月）による。以下『弁名』をはじめ徂徠の著書を引
用する際、多くはここに拠り、またページ数もこの版による。また漢字仮名交じり文に関しては、適宜
筆者がひらがなに改めている。 






























































































出版 1976 年 9 月）p.584-585）と述べられている。また青陵の父の角田青渓は太宰春台の門人大塩与右
衛門に学び、後にやはり宇佐美灊水に学んだ「徂徠派の儒者」（『稽古談』『全集』p.111）であった。青
陵の徂徠学の影響については蔵並省自著『海保青陵経済思想の研究』（雄山閣出版 1990 年 11 月）の第
三章第一節「徂徠に連なる学問系譜」(p63-68)に詳しい。またその否定的な影響については八木清治氏「海
保青陵と徂徠学 －『文法披雲』に着眼して－」（『日本思想史研究』第十一号 1979 年 3 月）に指摘が
ある。 
21 以下の海保青陵の資料の引用は蔵並省自編『海保青陵全集』（八千代出版 1976 年 9 月）を用い、該当
の頁数を附した。また引用元が漢字カナ交じり文の場合は筆者が適宜平仮名に直している。 
22 青陵の自己相対化については、すでに拙稿「海保青陵の二心論」（『白山中国学』通巻第 15 号 2009 年 1
月）「『前識談』の構造からみる海保青陵の思想」（『東洋学研究』47 号 2010 年 3 月）「海保青陵の二心論











本稿は 2016 年 11 月 19 日に行われた国際哲学研究センター主催の研究発表会「江戸期から明治期
の日本における自然観の変遷について －儒学と西洋思想の葛藤－」（於東洋大学白山校舎 6404 教
室）に於いて筆者が行なった発表を元に、その際頂いたご教示、御質問を参考にして加筆修正した
ものである。 
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